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Greece is undertaking reducing administrative burdens, 
public employment reduction, improving tax collection and 
pension reform.　Many statistical sources show the progress 
is substantial in a short period of time.　But people in euro 
zone countries do not think the progress is acceptable 
because corruption is widespread in Greek public sector.
To curtail contribution evasion Greek government 
apportioned a digital social security CV for each and every 
employee.　A center for the collection of all due contribution 
was introduced, which will be directly linked to the taxation 
system.　Further development of e-government reduces 
administrative burdens and corruption in public sector.　
That facilitates efficient  public procurement policy.
The Japanese government has adopted the Social Security 
and Tax Number System in order to develop the efficiency in 
administration and provide fairer society.　IT reform is 
applied to public procurement.　Japanʼs fiscal situation grows 
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increasingly harsh with the highest gross government debt 
to GDP ratio among the major advanced economies.　
Structural reform of the fiscal sector remains as the top 
priority policy.　Advanced information and telecommuni-
cations network society supports growth and job creation in 
economies.
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 1） 欧州委員会 Convergence Report 1998
表 1　ユーロ圏各国の政府赤字（対GDP比）
国／年 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014
ユーロ圏 ： ： ： ： ： ： －4.1 －3.6 －2.9 －2.4
ベルギー －2.6 0.2 0.0 －1.1 －5.5 －4.0 －4.1 －4.1 －2.9 －3.2
ドイツ －3.3 －1.5 0.3 0.0 －3.0 －4.1 －0.9 0.1 0.1 0.7
エストニア 1.1 2.9 2.5 －2.7 －2.2 0.2 1.2 －0.2 －0.2 0.6
アイルランド 1.3 2.8 0.3 －7.0 －13.9 －32.5 －12.7 －8.1 －5.8 －4.1
ギリシャ ： ： ： ： ： ： －10.2 －8.7 －12.3 －3.5
スペイン 1.2 2.2 2.0 －4.4 －11.0 －9.4 －9.4 －10.3 －6.8 －5.8
フランス －3.2 －2.3 －2.5 －3.2 －7.2 －6.8 －5.1 －4.8 －4.1 －4.0
イタリア －4.2 －3.6 －1.5 －2.7 －5.3 －4.2 －3.5 －3.0 －2.9 －3.0
キプロス －2.2 －1.0 3.3 0.9 －5.5 －4.8 －5.8 －5.8 －4.9 －8.8
ラトビア －0.4 －0.6 －0.6 －4.0 －9.0 －8.1 －3.3 －0.8 －0.7 －1.4
ルクセンブルグ 0.2 1.4 4.2 3.3 －0.5 －0.5 0.4 0.1 0.9 0.6
マルタ －2.7 －2.6 －2.3 －4.2 －3.3 －3.3 －2.6 －3.6 －2.6 －2.1
オランダ －0.3 0.2 0.2 0.2 －5.5 －5.0 －4.3 －4.0 －2.3 －2.3
オーストリア －2.5 －2.5 －1.3 －1.4 －5.3 －4.5 －2.6 －2.2 －1.3 －2.4
ポルトガル －6.2 －4.3 －3.0 －3.8 －9.8 －11.2 －7.4 －5.6 －4.8 －4.5
スロベニア －1.3 －1.2 －0.1 －1.4 －5.9 －5.6 －6.6 －4.0 －14.9 －4.9
スロバキア －2.9 －3.6 －1.9 －2.4 －7.9 －7.5 －4.1 －4.2 －2.6 －2.9














国／年 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014
ユーロ圏 ： ： ： ： ： ： 86.0 89.4 91.2 92.0
ベルギー 94.7 90.7 86.8 92.2 99.2 99.5 102.0 103.8 104.4 106.5
ドイツ 67.1 66.5 63.7 65.1 72.6 80.5 77.9 79.3 77.1 74.7
エストニア 4.5 4.4 3.7 4.5 7.0 6.5 6.0 9.7 10.1 10.6
アイルランド 26.2 23.8 24.0 42.6 62.3 87.4 111.2 121.7 123.2 109.7
ギリシャ ： ： ： ： ： ： 171.3 156.9 175.0 177.1
スペイン 42.3 38.9 35.5 39.4 52.7 60.1 69.2 84.4 92.1 97.7
フランス 67.2 64.4 64.4 68.1 79.0 81.7 85.2 89.6 92.3 95.0
イタリア 101.9 102.5 99.7 102.3 112.5 115.3 116.4 123.1 128.5 132.1
キプロス 63.4 59.3 54.1 45.3 54.1 56.5 66.0 79.5 102.2 107.5
ラトビア 11.7 9.9 8.4 18.6 36.4 46.8 42.7 40.9 38.2 40.0
リトアニア 17.6 17.2 15.9 14.6 29.0 36.2 37.2 39.8 38.8 40.9
ルクセンブルグ 6.3 7.0 7.2 14.4 15.5 19.6 19.1 21.9 24.0 23.6
マルタ 70.1 64.6 62.4 62.7 67.8 67.6 69.7 67.4 69.2 68.0
オランダ 49.4 44.9 42.7 54.8 56.5 59.0 61.3 66.5 68.6 68.8
オーストリア 68.3 67.0 64.8 68.5 79.7 82.4 82.1 81.5 80.9 84.5
ポルトガル 67.4 69.2 68.4 71.7 83.6 96.2 111.1 125.8 129.7 130.2
スロベニア 26.3 26.0 22.7 21.6 34.5 38.2 46.5 53.7 70.3 80.9
スロバキア 33.8 30.7 29.8 28.2 36.0 40.9 43.4 52.1 54.6 53.6
フィンランド 40.0 38.2 34.0 32.7 41.7 47.1 48.5 52.9 55.8 59.3
資料：EUROSTAT
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別に把握すると、図 7 のようになる。学歴の分類は表 3 の国際標準教育分類に
よる。





歴レベルの割合は、図 8 のようになっている。レベル 0 － 2 は約44％のスペイ
ン、約34％ポルトガルを除き、各国で 5 ～25％ほどである。ギリシャにおける






学歴レベル 終了あるいは卒業機関 学歴レベル 卒業機関あるいは修得
0 就学前教育（幼稚園、保育園） 5 短期大学
1 初等教育（小学校） 6 学士、大学
2 前期中等教育（中学校） 7 修士、大学院修士課程
3 後期中等教育（高等学校） 8 博士、大学院博士課程
4 高等専門学校、専門学校
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ギリシャの学歴 3 － 4 レベル若年労働者は、活動率も雇用率もユーロ圏で最
低である。約40％しか労働市場で活動しておらず、その半分が失業状態にあ
る。スペインはギリシャに似ている。アイルランド、キプロスのこのレベルの
若年労働者は、雇用率が非常に高い。ギリシャにおいて学歴 0 － 2 の方が、学
歴 3 － 4 よりも活動率が高いのは、同国の主要産業が農業・商業・飲食業・宿
泊業といった経験を重視する産業構造にあるためと考えられる。ドイツをはじ
めとした製造業中心の工業国であれば、現場で必要とされる技能に対応できる
3 － 4 レベルの学歴の若年労働者は、活動率も雇用率も高い。活動人口で最も
大きな割合を占める学歴 3 － 4 レベルの若者を吸収する産業が少ないことが、
ギリシャのこのレベルの活動を妨げ、不況が雇用率をさらに押し下げている。
学歴 3 － 4 レベルの若年労働者の雇用問題は、ギリシャにとって産業政策と関
連づけて解決すべき課題である。
学歴 5 － 8 レベルについては、一転してギリシャの活動率は83％超でユーロ
圏で第 2 位の水準にあり、ドイツ、アイルランドよりも高い。雇用率は41％と
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5 － 8 の学歴を高等教育と位置づけ、専門的職業や管理的職業に従事し、課業
を効率的かつ完全に果たすために必要な知識を身につけているとしている。ア
イルランドが学歴 5 － 8 レベルの若年労働者を必要とするのは、高学歴の若い
世代が支える高付加価値産業が高い割合を占めているためである。高等教育を
支援することが国の施策として推進された結果、同国の学歴 5 － 8 レベル割合
は高く、雇用率も高い。ドイツにおいては高等教育を受けた20-24歳の割合は
非常に低い。専門的職業や経営支援サービス業の割合はアイルランドよりも高









































 3） OECD Economic Surveys：Greece OECD 2013
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学歴 5 － 8 レベル労働者の給与に対する割合で表したのが図11である。報酬額
には支給されるすべての金銭と社会保障費用の雇用者負担額が含まれ、労働時
間の調整もされている。20-24歳で大学等を卒業して公務員として雇用される
 4） 2012 OECD Survey on Compensation of Employees in Central/Federal Governments
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資料： 2012 OECD Survey on Compensation of Employees in Central/
Federal Governments
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89 フィンランド 74 アイルランド 63 ポルトガル 55 マルタ
83 オランダ 72 オーストリア 60 スペイン 50 スロバキア
79 ドイツ 69 エストニア 58 リトアニア 43 ギリシャ
76 ルクセンブルグ 69 フランス 58 スロベニア 43 イタリア
76 ベルギー 63 キプロス 55 ラトビア
注：腐敗認識指数は、高いほど公正さが保たれている。















 5） Special Eurobarometer 397 Feb. 2014
図14　非公式経済の規模
GDP比
資料： “Shadow Economies All over the World. New Estimates for 162 
Countries from 1999 to 2007” F. Schneider et al.　World Bank, “The 
Shadow Economy in Europe, 2013” F. Schneider ATKearney
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Memorandom of Understanding on Specific Economic Policy Conditionality 
between Greece and the European Commission, European Central Bank and 





















and Reduction of Administrative Burdens in Greece）では、行 政 費 用
（Administrative Costs）を規制等によって発生する事務手続きなどの行政負
担（Administrative Burdens）と、報告義務などの規制がないとしても必要







これら 3 分野で 4 分の 3 を占める。
図15　優先分野ごとの総行政負担
資料： Mesurement and Reduction of Administrative  Burdens 
in Greece: An Overviews of 13 sectors OECD 2014
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疾病・障害  7.8 15.9 20.4
老齢 75.0 48.1 26.1
遺族  7.8 10.1  7.0
家族・児童  3.6  8.5 16.6
失業  4.7 10.1 19.7
その他  1.0  7.4 10.2
資料：EUROSTAT
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資料：Pension at a Glance 各年 OECD
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 8） “Greek reforms: The struggle to build a sustainable bridge to retirement” Anjan 





























10） OECD Pension at a Glance 2015
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資料： 支給開始年齢 Pension at a Glance 2013 OECD　2014年に20歳で労働力市場の
参入した労働者
  実効引退年齢 Pension at a Glance 2015 OECD　2007年から2012年の実効引退
年齢の平均
 所得代替率 Pension at a Glance 2015 OECD
 相対的貧困率 OECD Pension Outlook 2014
 引退時の平均寿命 Pension at a Glance 2015 OECD
 高齢依存人口比率、合計特殊出生率 Pension at a Glance 2015 OECD
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革 お よ び 電 子 政 府 省（the Ministry of Administrative Reform and 
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